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�市報の発行日は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）です。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・
　ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は広報広聴課へ問い合わせてください。

�定員適正化の数値目標および進ちょく状況等
①定員適正化の目標
　　定員規模の適正化やコスト削減などから定員配置を適正かつ計画的に行うため、平成１５
年度を初年度とした定員適正化計画を策定し、平成１７年度では職員体制をおおむね１,０００人
とし、外郭団体など派遣職員を除き、実質９８０人体制とします。

②定員適正化手法の概要
　○定員は、業務量の変化に応じて配置し、新たな行政需要には組織の統廃合や事務の効率
化などで生じる人員配置を基本とします。

　○技能系労務職員については、退職者の不補充を基本とし、業務の民間委託化などを図り
ます。

　○窓口サービスや施設管理などの業務には、嘱託職員の活用を図ります。
　○時期的に繁忙期・閑散期の差のある業務には、臨時的任用職員を活用します。

③定員適正化の年次別進ちょく状況の概要

水道料金を水道料金を
改 定改　　定

新水道料金表（１か月）

　

市
で
は
、
１
月
か
ら
、
よ
り

い
っ
そ
う
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
指
し
、
新
た
な
水
道
料
金
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
お
客
さ
ま
番

号
お
よ
び
口
座
振
替
日
な
ど
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
る
ほ

か
、
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
票

が
新
し
く
な
り
ま
す
。
な
お
、

検
針
の
際
は
、
検
針
用
携
帯
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

�
変
更
と
な
る
点

▽
お
客
さ
ま
番
号
が
変
わ
り
ま

す
　

新
お
客
さ
ま
番
号
は
、　

月
１１

ま
た
は　

月
の
検
針
時
に
配
布

１２

す
る
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
票

の
表
面
下
部
に
印
字
し
て
あ
り

ま
す
。

▽
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
票
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

１
月
以
降
の
検
針
か
ら
新
し

い
お
知
ら
せ
票
に
よ
り
、
新
た

に
今
回
料
金
を
使
用
量
と
あ
わ

せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
料
金
の
請
求
が
早
ま
り
ま
す

　

納
入
通
知
書
で
お
支
払
い
の

方
は
、
料
金
の
請
求
が
こ
れ
ま

で
よ
り
も
数
日
早
く
な
り
ま
す

（
検
針
日
の
翌
日
か
ら
約
３
日

後
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
な

ど
を
除
く
３
営
業
日
後
）
に
納

入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
）。

▽
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
へ

�
口
座
振
替
日
が
変
更
…
振
替

日
は
、
検
針
日
か
ら
お
お
む
ね

　

営
業
日
の
偶
数
日
（
銀
行
営

１２業
日
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

１
月
以
降
は
、
ご
使
用
量
の
お

知
ら
せ
票
に
よ
り
、
前
回
料
金

の
振
替
済
金
額
の
ほ
か
に
、
今

回
料
金
の
口
座
振
替
予
定
日
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
口
座
振
替
日
指
定
サ
ー
ビ
ス

の
ご
利
用
を
…
申
込
み
に
よ

り
、
希
望
の
指
定
日
（
偶
数
日

の
み
）
を
口
座
振
替
日
と
し
ま

す
（
下
水
道
使
用
料
も
同
日
と

な
り
ま
す
）。
申
込
み
は
、
１

月
４
日
（
火
）
か
ら
、
問
合
せ

先
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

水
道
業
務
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
６
１

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
抜
き
取
り
業
者
を
見
か
け
た

ら
　

可
燃
性
資
源
の
日
に
市
民
の

皆
さ
ん
が
市
の
回
収
に
出
し
た

新
聞
紙
や
雑
誌
を
抜
き
取
っ
て

い
く
抜
き
取
り
業
者
が
横
行
し

て
い
ま
す
。
見
か
け
た
と
き

は
、
抜
き
取
り
現
場
の
住
所
、

車
の
ナ
ン
バ
ー
・
色
な
ど
を
問

合
せ
先
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

�
抜
き
取
り
を
防
止
す
る
に
は

　

新
聞
紙
や
雑
誌
の
束
の
上

に
、
市
の
行
政
回
収
に
出
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
他
の
業
者

は
持
ち
去
る
こ
と
を
禁
止
す
る

旨
の
は
り
紙
を
す
る
こ
と
で
抑

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

新
聞
紙
や
雑
誌
の
束
に
は
る

抜
き
取
り
防
止
用
は
り
紙
、
集

積
所
に
掲
示
す
る
看
板
を
問
合

せ
先
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�　

（
３
４
６
）
９
５
３
５

０４２

 　

産
業
廃
棄
物
は
、
排
出
事
業

者
の
責
任
で
適
正
に
処
理
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

�
産
業
廃
棄
物
の
処
理
委
託
手

順�
許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
、
処
分
業
者
そ

れ
ぞ
れ
と
書
面
で
委
託
契
約
を

産
業
廃
棄
物
を

正

し

く

処

理

し
て
い
ま
す
か

結
ぶ

�
業
者
に
産
業
廃
棄
物
を
引
き

渡
す
際
、
管
理
票
（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）
を
交
付
す
る

�
最
終
処
分
ま
で
適
正
に
処
理

さ
れ
た
こ
と
を
、
業
者
か
ら
送

付
さ
れ
た
管
理
票
で
確
認
す
る

問
合
せ　

東
京
都
環
境
局
産
業

廃
棄
物
対
策
課
�　

（
５
３
８

０３

８
）
３
５
８
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://www2.kan
k
y
o
.

metro.tokyo.jp/
s
a
n
p
a
i

が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▽
共
同
住
宅
扱
い
の
適
用
を
受

け
て
い
る
方
は

　

２
か
月
の
場
合
の
割
引
額
は

「　

円
×
２
月
×
世
帯
数
×
１

５０
・　

」
円
に
な
り
ま
す
。

０５
�
口
座
振
替
の
申
込
み
方
法

　

納
入
通
知
書
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
る
金
融
機
関
、
郵
便
局

ま
た
は
、
水
道
業
務
課
の
窓
口

で
、通
帳
、印
鑑
、
お
客
さ
ま
番

号
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
の
う

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
、
口
座
振
替
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
手
続
き
を
し

な
く
て
も
割
引
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

※
口
座
振
替
申
込
み
後
で
も
、

手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
は
、

納
入
通
知
書
に
よ
り
お
支
払
い

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

水
道
業
務
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
６
１
、
東
京

都
水
道
局
多
摩
水
道
改
革
推
進

本
部
調
整
部
業
務
指
導
課
�
０

４
２
（
５
２
７
）
３
３
０
８
・

３
３
３
１

　

１
月
分
の
料
金
（
使
用
期
間

に
平
成　

年
１
月
１
日
以
降
の

１７

日
を
含
む
も
の
）
か
ら
、
水
道

料
金
を
改
定
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
料
金

を
平
均　

％
（
口
座
割
引
制
度

１.３

と
合
わ
せ
た
場
合
は
平
均　
２.２

％
）
引
き
下
げ
ま
す
。

新
料
金
表　

下
表
の
と
お
り

�
口
座
割
引
制
度
を
導
入

　

口
座
割
引
制
度
と
は
、
水
道

料
金
を
口
座
振
替
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
と
、
１
か
月
分
当
た

り　

円
に
百
分
の
百
５
を
乗
じ

５０
た
額
を
割
り
引
く
サ
ー
ビ
ス
で

す
（
１
円
未
満
の
端
数
は
切
り

上
げ
ま
す
）。

　

納
入
通
知
書
で
お
支
払
い
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
口
座
振
替

払
い
へ
の
変
更
を
お
勧
め
し
ま

す
。

※
２
か
月
の
場
合
の
割
引
額
は

百
５
円
で
す
。

※
預
金
残
高
不
足
に
よ
り
再
振

替
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
割
引

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

シニア海外ボランティア
　　　　　アルゼンチンへ

　シニア海外ボランティアとして、アルゼン

チンへ出発する能地泰規さん（小川東町在住）

が、市長を表敬訪問しました。ブエノスアイ

レス市内にある唯一の日本庭園を管理・運営

する亜日文化財団で、日本文化紹介事業への

助言と伝統文化の実演を行います。日本文化

の良さや特性を伝え、日本とアルゼンチンの

友好を深めたいと抱負を語る能地さんに、市

長から激励の言葉がかけられました。

　小平スポーツチャンバラクラブの皆さんが、第

３０回スポーツチャンバラ世界選手権大会の報告に

市長を表敬訪問しました。本間康太さん（小平十

五小５年生）が小学５年生異種の部銀メダル、木

村駿介さん（小平五中２年生）が中学生基本の部

銀メダル、本間咲良さん（小平四中１年生）が中

学生の部フェアプレー賞をそれぞれ獲得しまし

た。だれでも楽しめる新しいスポーツでの活躍

に、市長からお祝いの言葉がかけられました。

スポーツチャンバラ世界選手権
堂々の銀メダル

 　

冬
の
生
活
に
暖
房
器
具
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
取
り
扱
い
を

ま
ち
が
え
る
と
火
災
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で

暖
房
器
具
か
ら
の

火
災
を
な
く
そ
う

は
、　

月　

日
現
在
で
暖
房
器

１０

３１

具
か
ら
の
火
災
が
す
で
に
３
件

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

暖
房
器
具
を
使
う
際
に
は
、

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
む
と
と

も
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を

乾
燥
さ
せ
な
い

▽
カ
ー
テ
ン
や
衣
類
・
布
団
な

ど
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い

▽
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
暖
房
器

具
の
上
や
近
く
に
置
か
な
い

▽
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き

は
必
ず
火
を
消
す

▽
給
油
時
は
必
ず
火
を
消
す

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

指
導
調
査
係
�　

（
３
４
１
）

０４２

０
１
１
９

 　

平
成　

年
４
月
以
降
は
、
当

１７

ペ
イ
オ
フ
解
禁
の

範

囲

が

拡
大
さ
れ
ま
す

座
預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普

通
預
金
は「
決
済
用
預
金（
※
）」

と
し
て
全
額
保
護
さ
れ
、
定
期

預
金
や
利
息
の
つ
く
普
通
預
金

な
ど
は
、
１
金
融
機
関
に
つ
き

預
金
者
１
人
当
た
り
、
元
本
１

千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
が
保

護
さ
れ
ま
す
。

　

ど
の
預
金
が
決
済
用
預
金
に

該
当
す
る
か
な
ど
、
詳
し
く
は

金
融
機
関
の
窓
口
な
ど
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
決
済
用
預
金
は
、「
無
利
息
、

要
求
払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
３

要
件
を
満
た
す
も
の
で
す
。

問
合
せ　

預
金
保
険
機
構
�　
０３

（
３
２
１
２
）
６
０
２
９
、
財

務
省
関
東
財
務
局
�
０
４
８

（
６
０
０
）
１
２
７
５

 　

高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
な

ど
に
、
進
学
・
在
学
し
て
い
る

方
の
保
護
者
で
、
世
帯
の
年
間

収
入
が
９
百　

万
円
（
事
業
所

９０

得
者
は
７
百　

万
円
）
以
内
の

７０

方
に
、
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
２
百
万
円
以
内
を
融
資
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

国
民
生
活
金
融
公
庫

立
川
支
店
�
０
４
２（
５
２
４
）

４
１
９
１

応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未

１５

１７

満
の
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
男
子

試
験
日　

１
月　

日
（
土
）

１５

待　

遇　

採
用
と
同
時
に
特
別

職
国
家
公
務
員
と
な
り
、
給
与

（
約　

万
３
千
円
）
が
支
給
さ

１５

れ
、
教
育
修
了
時
に
は
、
高
等

学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

ま
す

問
合
せ　

自
衛
隊
東
京
地
方
連

絡
部
国
分
寺
募
集
案
内
所
�　
０４２

（
３
２
４
）
１
０
１
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新

聞

紙

、

雑

誌

の

抜
き
取
り
業
者
に
ご
注
意
を

新しくなります新しくなります新しくなります
水道料金システムが水水道道料料金金シシスステテムムがが

従量料金（１�につき）
基本料金呼 び 径 １００１�

　以上
２０１�～
１０００�

１０１�～
２００�

５１�～
１００�

３１�～
５０�

２１�～
３０�

１１�～
２０�

６�～
１０�

１�～
５�

４０４円３７２円２９８円２１３円２０２円１６３円１２８円２２円０円
８６０円１３�

一　
　
　

般　
　
　

用

１,１７０円２０�
１,４６０円２５�

４０４円３７２円２９８円２１３円３,４３５円３０�
６,８６５円４０�

４０４円３７２円２０,７２０円５０�
４５,６２３円７５�

４０４円

９４,５６８円１００�
１５９,０９４円１５０�
３４９,４３４円２００�
４８０,１３５円２５０�
８１６,１４５円３００�以上

１０９円２２円０円
３０㎜ までは
一般用に同じ
４０㎜ 以上は
　　６,８６５円

公衆浴場用

※計算式：（基本料金＋従量料金の合計額）×１.０５（１円未満の端数は切り捨てます）。
※この料金表は、平成１７年１月１日から適用します。
※新・旧両方の料金が適用される期間の料金は、新料金と旧料金の適用される日数に応じて、日割り計算により算出します。

�人件費の状況（一般会計決算）
（参考）１４年度
の人件費率

人件費率
（Ｂ/Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支歳出額

（Ａ）
住民基本
台帳人口区　分

２２．０％２０．８％１０，３４２，４２２千円１，０３２，７１５千円４９，７４９，６４０千円１６．３．３１現在
１７５，２３０人１５年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

�職員給与費の状況（一般会計予算）
１人当たり
給与費（Ｂ/Ａ）

給　　与　　費職員数
（Ａ）区　分

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当等給　料
７，７７４千円６，９０３，４３９千円１，７５１，９０７千円１，１８９，８０２千円３，９６１，７３０千円８８８人１６年度

※職員手当等には退職手当を含みません。
※給与費は当初予算に計上された額です。

�職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成１６年４月１日現在）
技能労務職一般行政職

区　分
平均年齢（歳・月）平均給料月額平均年齢（歳・月）平均給料月額
４３歳１０月３１３，４１１円４３歳１１月３７７，９１４円小平市
４７歳０月３３５，４０７円４３歳４月３６１，１７７円東京都

�職員の初任給の状況（平成１６年４月１日現在）
国東　　京　　都小　　平　　市

区　分 採用２年経過日
給　料　額初任給採用２年経過日

給　料　額初任給採用２年経過日
給　料　額

決　定
初任給

１８４，４００円１７０，７００円２０３，６００円１７９，８００円２０３，６００円１７９，８００円大学卒一　般
行政職 １４８，５００円１３８，８００円１５３，３００円１４４，０００円１５９，２００円１４８，６００円高校卒

�職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１６年４月１日現在）
経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分
３９１，２６７円３４４，０００円２８４，９５０円大学卒

一般行政職
高校卒

２６０，７００円２５１，６４４円全学歴技能労務職

�一般行政職の級別職員数の状況（平成１６年４月１日現在）

計
１級２級３級４級５級６級７級８級９級区　分

主事主事主事主任係長課長補佐課長課長部長標準的な
職務内容

６２０人０人２３人１４３人７６人２００人１０４人２３人３４人１７人職員数
１００．０％０．０％３．７％２３．１％１２．３％３２．３％１６．８％３．７％５．５％２．７％構成比

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です（税務職、薬剤師・医療技術職、看護・保健職、福祉職、技能労務職、
教育公務員を除く）。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

�昇給期間短縮の状況（一般行政職）
平成１５年度平成１４年度区　　　分
６２０人６２６人職員数（Ａ）

 ８７人 ７６人普通昇給期間（１２月）を短縮して
昇給した職員数（Ｂ）

１４．０％１２．１％比率（Ｂ/Ａ）
※職員は通常１２か月良好な成績で勤務したとき昇給しますが、勤務成績が特に良好な場合、昇給期間が短縮されます。

（平成１６年４月１日現在）
国の制度の内容国の制度との異同内　　容区分

配偶者１３，５００円
その他の扶養親族２人まで月額６，０００円、
その他月額５，０００円。満１６歳から２２歳まで
の子について５，０００円加算措置

異

配偶者１５，８００円
その他の扶養親族１人につき月額６，６００円
満１６歳から２２歳までの子について４，０００円
加算措置

扶養
手当

自己所有住宅　月額２，５００円
賃貸住宅　月額２７，０００円まで異月額８，２５０円住居

手当
６か月分を一括支給
交通機関利用者　１か月当たりの支給限
度額５５，０００円まで
自転車等利用者　通勤距離に応じて支給

異

６か月分を一括支給
交通機関利用者　１か月当たりの支給限
度額５５，０００円まで
自転車等利用者　通勤距離に応じて支給

通勤
手当

　小平市職員の給与制度については、市議会にお
ける給与条例、予算などの審議がなされた後に決
定されています。
　その内容について、市民の皆さんにご理解をい
ただくため、平成１６年４月１日現在の小平市の職
員給与などの状況を、次のとおりお知らせします。
　　　　　　　問合せ　職員課�０４２（３４６）９５１４

小平市小平市
職員の給与職員の給与

お知らせします

�特別職の報酬等の状況（平成１６年１２月１日現在）
支給割合計支給割合区　分給料等月額区　分

４.４０月分

１６年度６月期
２.０５月分

市　　長

助　　役

収 入 役期
末
手
当

１,０２９,０００円市　　長
給　

料
１６年度１２月期
２.３５月分８８２,０００円助　　役

４.４０月分

１６年度６月期
２.０５月分

議　　長

副 議 長

議　　員

７９３,８００円収 入 役
６５０,０００円議　　長報　

酬
１６年度１２月期
２.３５月分

５８０,０００円副 議 長
５５０,０００円議　　員

全　職　種区　　　分

特殊勤務手当
（平成１５年度）

３６．１％職員全体に占める手当支給職員の割合

１７，７７９円支給対象職員１人当たり平均支給年額

９手当の種類
年末年始勤務手当、滞納整理手当、
福祉事務手当支給額の多い手当代表的な

手 当 の
名　　称 年末年始勤務手当多くの職員に支給されている手当

�部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１６年４月１日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職　員　数
区　　　分

平成１６年度平成１５年度
自動車運転業務の退職不補充など△１１０１１議　　会

一般行政部門

警務業務の退職不補充など△５１７７１８２総務企画
賦課事務の増２６９６７税　　務
子ども家庭支援センター業務の増
など１３０１３００民　　生

環境事務の欠員補充など１４７４６衛　　生
０４４農林水産
０５５商　　工

道路管理業務の減など△２８８９０土　　木
△４７０１７０５小　　計

図書館職員の嘱託化など△５２０２２０７教　　育
特別行政部門

△５２０２２０７小　　計
下水道事務の減など△１１７１８下 水 道

公営企業等
会計部門 水道業務の減など△２６８７０そ の 他

△３８５８８小　　計
△１２９８８１,０００合　　　計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職
員を除いています。

目　　標
（平成１５～１７年度）

平成１６年度
（実　績）

平成１５年度
（実　績）

平成１４年度
（計画前年度）区　　　分

１９１３１７減　員

一般行政部門
１６６１５増　員
△３△７△２差　引
７０７７０１７０８７１０職員数
１３５１１減　員

特別行政部門
２増　員

△１１△５△１１差　引
２０７２０２２０７２１８職員数
２３減　員

公営企業等
会計部門

０増　員
△２△３差　引
８６８５８８８８職員数
３４２１２８減　員

合　　計
１８６１５増　員
△１６△１５（１７５％）△１３（８１.３％）差　引
１,０００９８８１,００３１,０１６職員数

※計画期間は、平成１５年度から平成１７年度の３年間です。
※（　）内の数値は、目標に対する進ちょく率です。
※各年度とも４月１日現在の職員数です。

�
�

�
�
�
�
�

自

衛

隊

生

徒

募

集

全地域支給対象地域

調整手当
（平成１６年
４月１日現在）

１２％支給率
８８８人支給対象職員数

地域区分により１２％～０％国の制度（支給率）

５５８，３３４円支給対象職員１人当たり
平均支給年額（１５年度決算）

２６２，８７３千円支給総額
平成
１５年度

時間外
勤務手当

２８９千円職員１人当たり
支 給 年 額

２８７，７０３千円支給総額
平成
１４年度 ３１１千円職員１人当たり

支 給 年 額

�職員手当の状況
国東　京　都小　平　市区　　　分
勤　勉期　末勤　勉期　末勤　勉期　末

期末
勤勉手当

（平成１５年度）

０．７０月分１．４０月分０．４５月分１．６０月分０．６０月分１．４５月分６月期分
０．７０月分１．６０月分０．４５月分１．６５月分０．５５月分１．５５月分１２月期分
－－－０．２５月分－０．２５月分３月期分

１．４０月分３．００月分０．９０月分３．５０月分１．１５月分３．２５月分計

有有有職務上の段階に
よる加算措置

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

退職手当
（平成１５年度）

６０．９９月分５９．２８月分６２．７月分５０．０月分６２．７月分６０．０月分最高限度額
２８．０８７５月分２１．０月分３８．０月分２４．２５月分３８．０月分２７．５月分勤続２０年
４３．３３５月分３３．７５月分５０．０月分３２．５月分５０．０月分３６．５月分勤続２５年
６０．９９月分４７．５月分６２．７月分４９．７５月分６２．７月分５３．０月分勤続３５年

１号（整理退職等）１号（公務上の死亡、
整理退職等）定年２号、勧奨１号退職時

特別昇給
その他の加算措置…定年前早期退職特例措置（２～２０％加算）

２９，６６９千円４，８３０千円１人当たり平均支給額
※退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成１５年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
※定年退職時特別昇給は、平成１６年６月１日に廃止しました。


